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 “ふ き の と う” と 恵 み の 秋 
 
小規模多機能ホーム・グループホーム“ふきのとう”も開設し

て３カ月が過ぎました。開設当初は利用者、職員共にある程度顔

見知りの方もおられましたが、新しい事業として立ち上げたとこ

ろで新たな出会いということで、お互い緊張していたところも

あったようですが、やっと落ち着いた雰囲気となっています。地

域からはどんぐりの会の方々も利用者の方々との交流含めて施

設を利用していただき感謝です。 
 
 

 グループホームも１０月の段階では１部屋開いていますし、小規模多機能ホームも６名の登録者で募集

中です。施設見学、体験利用を希望される方は下記のところまでご連絡ください。さて、施設では秋も深ま

り空気も清々しく、気候としては散歩するのに最高の季節となりました。写真はその風景です。施設の前に

は小川があり水清く、小魚が泳いでいました。その川の土手 

に彼岸花が咲き、水田の実りたわわな稲のまぶしい黄色と山 

々の深い緑をバックにそのコントラスがとてもきれいでした。 

散歩から帰るとお茶を飲みながら世間話で一段落し、歌とか 

軽体操など簡単なレクレーションをします。その後食事の準 

備、配膳などできる方には参加していただいています。午後 

は午睡を少しした後、入浴、創作活動を採り入れ、ひとりひ 

とりのペースに合わせての活動としています。 
これらの日課は、ケアプランに基づき作成された個別援助 

計画に沿って展開されますが、主には日中しっかり動いていただくこと、コミュニケーションを豊かにし他

の利用者、職員との関係づくりをしていただくというのが目標となっています。 
今後のケアの展開については本人はもとより家族、職員共に相談しながら

進めていきますが、地域との交流もより豊かにしたいと思っておりますので、

その節にはご協力のほどよろしくお願い申し上げます。   

                      （施設長 立山 道男） 
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